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=
三
二
〇
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五
月

二
日
書
写
畢
、
r
レ
時
五
月
雨
閑
降
、
郭
公
雲
外
過
　

良

賢

廿

一

(
花
押
)

(朱
)
同
十
四
日
酉
下
程
朱
点
了

①

右
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
良
賢
自
筆
自
点

『
古
文
孝
経
孔
伝
』

一
巻
の
奥
書
で
あ
る
。
本
抄
本
に
は
こ
れ
に
続
い
て
な
お
数
々
の
識
語
が
あ
る
。

い
ま
そ
の
う
ち
主
な
る

②

③

④

も
の
を
採

っ
て
本
書
の
由
来
を
概
説
す
れ
ば
、
ま
ず
寛
治
五
年

(
一
〇
八
九
)
九
月
、
大
江
通
景
が
直
講
清
原
定
康
の
本
を
読
み
、
こ
れ
を
貢
士
藤
原
以
通
に
伝
授
し
た

の
で
、
そ
の
代
わ
り
に
永
久
四
年

(
一
=

六
)

五
月
、

通
景
が
新
た
に
本
書
を
写
し
て
右

の
定
康
本
か
ら
移
点
し
、

か
つ
仮
名
を
付
し
、

こ
れ
を
自
家
の
定
本
と
し

た
。
下

っ
て
弘
安
二
年

(
一
二
七
九
)
九
月
、
散
位
藤
原
忠
長
は
通
景
本
を
伝
受

の
後
、
濃
墨
を
も

っ
て
新
点
を
加
え
た
が
、
古
点
も
も
と
の
ま
ま
に
存
し
た
。
そ
し
て

こ
の
年
十
二
月
、

忠
長
は
直
講
清
原
隆
宣
所
蔵
の
累
代

の
家
本
と
校
合
し
て
朱
点
を
附
し
、

こ
れ
を
自
家
の
証
本
と
し
た
。

こ
の
隆
宣
本
の
本
奥
書

に
は

「
保
延
二
年

(
=

三
六
)
八
月
五
日
庚
子
、
以
二中
家
本
一移
点
了
、
同
廿
日
乙
卯
、
見
-
二
合
家
本

一了
、
東
市

正
清
原
頼
滋
」
、

「
保
延
四
年

三
月
八
日
申
刻
、
見
:
二
合
或
本
一了
、

頼
業
」
、

「
仁
平
元
年

(
二

五
七
)
十
五
十
六
引
」
一合
述
議

一読
上
了
、
但
喪
親
章
不
二勘
改

一而
已
」
と
見
え
、

最
後
に

「
永
仁

二
年

(
一
二
九
四
)
七
月
六
日
、
授
ー
二

申
池
藤
才
子
一
了
、
散
位

(藤
原
)
長
英
」

の

一
条
を
を
も

っ
て
終

っ
て
い
る
。

も
し
元
徳

二
年
五
月
良
賢

の
自
写
自
点
に
成
る
本
抄
本
が
、
清
原
隆
宣
の
累
代
の
家
本
と
校
合
し
た
藤
原
忠
長
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
右
の
良
賢
は
い
か

義
堂
周
信
と
清
原
良
賢
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義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

に
も
清
原
頼
業
九
代

の
孫
良
賢
で
あ
る
か
の
ご
と
く
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
る
に

『
康
富
記
』
文
安
元
年

(
一
四
四
四
)
十
月
条

に
、

「
廿
三
日
戊
辰
、
晴
、
参
二伏
見

殿

一、
来
廿
九
日
故
大
少
納
言
入
道
殿
常
宗

(清
原
良
賢
)
十
三
回
正
忌
也
、
傍
自
二是
日
二

七
ケ
日
昼
夜
不
断
光
明
真
言
被
二
始
行

一レ
之
」
と
い
う
明
文
が
あ
り
、
良
賢

の
没
年
は
永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
系
図
纂
要
』
に
従

っ
て
行
年

八
十
五
歳
と
す
れ
ば
、
良
賢
の
出
生
は
貞
和
四
年

(
一
三
四
八
)

の
こ

と
と
な
る
。
従

っ
て
元
徳

二
年

(
=
三
二
〇
)

『
古
文
孝
経
』
を
書
写
し
加
点
し
た
良
賢
は
明
ら
か
に
別
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

『
清
原
系
図
」
諸
本
を
た

ず
ね
て
も
、
良
賢
以
前

に
良
賢

の
名
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
よ

っ
て

「
良
賢
」

の
名
を
広
く
他
姓
に
も
わ
た

っ
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

『
尊
卑
分
脈
』
摂
家
相
続
孫

二
条

⑤

家
の
条
に
関
白
道
平

の
弟
良
賢
を
見
い
だ
し
た
。
道
平
は
建
武

二
年

(
=
三
二
五
)
四
十
八
歳

で
没
し
た
か
ら
、
元
徳

二
年
に
は
四
十

三
歳
で
あ
り
、
弟
良
賢
が
こ
の
年

二
十

一
歳
な
ら
ば
両
者

の
年
齢

に
は
父
子
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
。
或

い
は
異
母
兄
弟
か
と
考
え
ら
れ
も
す
る
が
、
良
賢
の
母
の
名
は
不
明
で
あ
る
。
今
日
の
と
こ
ろ
で
は

⑥

書
陵
部
蔵

『
古
文
孝
経
』

の
手
抄
者
が
清
原
良
賢
そ
の
人
で
な
い
こ
と
を
断
定
す
る
に
と
ど
あ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ロ

⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 注
v

足
利
街
述

『鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』
附
録
二
六
ペ
ー
ジ
に
本
抄
本
の
践
文
全
部
を
載
せ
る
。
但
し

「良
賢
」

の
下
の

「廿

一
」
は
脱
落
し
て
い
る
。

『尊
卑
分
脈
』

(国
史
大
系
本
第

二
編
三
二
三
ペ
ー
ジ
)
に

「
疋
田
以
成
、
実
織
部
正
大
江
通
景
子
」
と
見
え
る
。

同

(第
四
編

一
五
八
ペ
ー
ジ
)
に

「
助
教
、
直
講
、
大
外
記
、
弾
正
忠
、
従
四
位
下
、
天
永
四
年

(
=

=
二
)
正
月
四
日
卒
、
七
卜
二
歳
」
と
あ
る
。

同

(第
二
編
四
五
二
ペ
ー
ジ
)
に
従
五
位
下

(藤
原
)
以
通
が
載

っ
て
い
る
。

同

(第

一
編
九
六
ペ
ー
ジ
)
。

以
上
の
考
察
の
た
め
に
は
大
西
祝
夫
、
阿
部
隆

一
両
氏
か
ら
有
益
な
示
唆

・
助
言
と
と
も
に
必
要
な
史
料

・
文
献
の
複
写
を
送

っ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

明
経
家

の
嫡
流
に
生
ま
れ
た
清
原
良
賢

の
学
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
叢
林

の
儒
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
義
堂
周
信

の
業
績
を
顧
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
邦
に
お
け
る
宋
学
の
受
容
が
宋
朝

の
学
者
か
ら
の
正
統
的
伝
承
に
よ
ら
ず
、
わ
が
入
宋
僧

に
し
て
禅
法
を
か
の
地
に
求
め
た
者
や
、
か
の
国
か
ら
渡
来
し
た
禅
僧
た
ち

の
提
唱
に
ま

っ
た
こ
と
は
、
中
世

の
思
想
史

・
宗
教
史
上
に
顕
著
な
事
実

で
あ
る
。
叢
林

の
学
僧
が
か
く
も
宋
学
に
心
を
寄
せ
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
唐
宋
時
代
の

儒
道
仏

三
教

の
交
渉

の

一
端
と
し
て
の
禅
儒
融
合

の
勢
が
わ
が
国
に
及
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
過
去
数
世
紀

に
わ
た
り
、
顕
密
諸
宗

の
祈
祷

・
修
法
や
浄
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土
教

の
念
仏

の
み
に
慣
ら
さ
れ
た
わ
が
貴
族
層
に
と

っ
て
は
、
禅
の
直
見

心
性
宗
は
ほ
と
ん
ど
理
解
の
外
で
あ

っ
た
。
こ
う
い
う
檀
那
た
ち
を
禅
門
に
導
く
た
め
に
は
、

ま
ず
か
れ
ら

の
権
門
の
治
道
の
学
と
し
て
の
儒
学
に
関
す
る
素
要
に
訴
え
な
が
ら
、
努
め
て
儒
仏

の

一
致
に
言
及
し
、
次

い
で
こ
の
儒
学
が
哲
学
的
に
再
組
織
さ
れ
た
宋

代
性
理
の
学
が
、
そ
の
心
性

の
学
た
る
点
に
お
い
て
禅
学
と
融
合
す
べ
き

こ
と
を
説
き
、
進
ん
で
宋
学
の
哲
学
的
神
髄
が
禅
学
に
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
高
唱
し
、

つ

①

い
に
か
れ
ら
権
門
を
し
て
禅
宗
に
帰
依

せ
し
め
る
の
が
有
効

に
し
て
適
切
な
順
序

で
あ

っ
た
。

ま
ず
俊
花

は
正
治
元
年

(
一
一
九
九
)
入
宋
、
天
台
山

・
径
山
に
お

い
て
禅
要
を
受
け
、
翌
年
四
明
山
に
て
律
を
学
び
、
更
に
天
台

の
教
観
を
精
習
し
、

こ
の
間
程
朱

学
に
通
じ
た
禅
僧
北
醐
居
簡
に
も
親
し
み
、

あ
た
か
も
朱
子
の
遺
著
論
孟
集
注

・
学
庸
章
句
が
刊
行
さ
れ
た
嘉
定
四
年
す
な
わ
ち
わ
が

建
暦
元
年

(
一
一
=

一
)

に
帰

朝
、
や
が
て
泉
涌
寺
を
中
興
し
た
。
俊
栃
が
か
の
地
か
ら
も
た
ら
し
た
二
千
余
巻

の
書
籍

の
中
に
は
律

・
天
台

・
華
厳

の
三
部
合
計

一
千

三
百

二
十
二
巻
、
雑
書
四
百
六

　

へ

　

　

十
三
巻
の
ほ
か
儒
道
書
籍

二
百
五
十
六
巻
が
あ
り
、
か
れ
の
入
京
後
左
大
臣
徳
大
寺
公
継

の
求
め
に
よ
り
法
談

の
と
き
、

h
筆
精
之
義
、
宋
朝
之
談
、
日
新
月
故
、
豊

々

　

へ

　

　

　

へ

不
レ
怠
、
五
経

三
史
奥
粋
、
本
朝
未
談
之
義
、
法
師
甫
陳
、
左
府
聞
レ
之
、
無
レ
不
二
嘆
息

一、
漸
入
二
仏
教
一、
大
小
両
乗
、
教
禅

二
門
、
貴
望
叩
問
、
随
レ
叩
而
応
、
岡
レ
有
二

遺
滞

己

と

い
う
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
俊
荷
を
も

っ
て
本
邦
に
お
け
る
宋
学
の

首
唱
者
と
す
る

説
は
今
も

行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
彼
が

将
来
し
た
儒
道
書
籍
は

そ
の
書
目
も
明
ら
か
で
な
く
、

従

っ
て

「
宋
朝
之
談
」
は
必
ず
し
も
宋
儒
新
注
の

談
義
と
は
限
ら
れ
ず
、

た
だ
宋
朝
流
行

の
儒
道
仏
三
教
交
渉
の
論
理
を

わ
が
国
に
初

め
て
開
顕
し
た
が
故
に

「
本
朝
未
談
之
義
」
と

評
判
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

左
大
臣
が
こ
の
後
あ
え
て

儒
教
に
向
わ
ず
、

む
し
ろ

[
漸
入
二仏
道

一」

っ
た
こ
と
も
、

こ

②

こ
に
考
え
合
わ
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
次
に
円
爾
は
栄
西
の
高
足
栄
朝

・
行
勇
に
就

い
て
密
宗
を
学
び
、
嘉
禎
元
年

(
一
二
三
五
)
入
宋
、
径
山
の
無
準
師
範

の
も
と
に
参

禅
六
年
、
傍
ら
戒
律

・
天
台
を
学
び
、
多
く
の
典
籍
を
携
え
て
仁
治

二
年

(
一
二
四

一
)
博
多

に
帰
着
、
次

い
で
禅
法
を
提
唱
し
た
。
特
に
前
関
白
九
条
道
家
は

一
寺
を

建
立
し
て
天
台

・
真
言
二
宗
を
置
く
こ
と
を
志
し
、
そ
の
開
山
た
る

べ
き
傑
僧
を
求
め
、

や
が
て
円
爾
を
東
福
寺

に
迎
え
て
こ
こ
を
台

・
密

・
禅
三
宗
兼
学

の
道
場
と
し

た
。
元
来
円
爾
は
そ
の
少
年
時
代
は
既
に

胴
禦

二外
侮

一」
ぐ
た
め
に
儒
学
を
勉
強
し
た
し
、
ま
た
彼
の
在
宋
中

の
師
無
準
は

「
三
教
聖
人
、
同

一
舌
頭
、
各
開
二門
戸

一、

③

鞠
二
其
旨
帰

一、
則
了
無
二
二
致

こ

と
断
じ
た
人
で
あ

っ
た
か
ら
、
円
爾

が
宋
土
か
ら
携
え
帰

っ
た
典
籍
も
お
の
ず
か
ら
広
く
三
教
に
わ
た

っ
た
。
今
日
東
福
寺
常
楽
庵
に

伝
わ
る

『
普
門
院
経
論
章
疏
語
録
儒
書
等
目
録
』

に
収
載
さ
れ
る
三
百
三
十
九
部

一
千
余
巻

の
書
目
は
右
の
円
爾
将
来

の
諸
書
の
う
ち
鎌
倉
時
代
末
期
に
残
存
し
た
も
の

を
主
要
部
分
と
す
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
儒
書
に
属
す
る
も
の
二
十
余
部
の
中
に
は
朱
注
の
四
書
な
ど
数
冊
も
見
え
る
が
、
そ
れ
ら

の
多
く
は
今
伝
わ
ら
ず
、
円
爾
が
こ

れ
ら
の
新
注
書
を
い
か
に
活
用
し
た
か
は
、
う
か
が
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
、
さ
き
に
寛
元
三
年

(
一
二
四
五
)
円
爾
が
後
嵯
峨
天
皇
に

『
宗

義
堂
周
信
と
清
原
良
賢
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義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

鏡
録
』
を
進
講
し
、

そ
の
後
正
嘉
元
年

(
一
二
五
七
)

に
は
鎌
倉
に
招
か
れ
、

執
権
北
条
時
頼

の
た
め
に

『
大
明
録
』

を
講
釈
し
た
こ
と
で
あ
る
。

『
宗
鏡
録
」
は
五

代
、
宋
初
の
禅
僧
永
明
延
寿
が
大
乗
経
論

三
千
部
の
ほ
か
、
広
く
イ
ン
ド

・
中
国
の
聖
賢

三
百
余
家
の
語
を
引
い
て
教
禅

二
門
融
合

の
理
を
示
し
た
も
の
で
、
台

.
密

.

禅

三
宗
兼
学
の
東
福
寺
の
宗
旨
を
宣
明
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
り
、

『
大
明
録
』
は
南
宋

の
居
士
奎
堂
が
初
心
者
に
仏
教

の
要
義
を
説
く
た
め
に
儒
道
仏

三
教

の
相
似
点

を
挙
げ
て
お
り
、
若
き
執
権
の
道
心
を
啓
発
す
る
に
好
適
の
書
で
あ

っ
た
。
な
お
後
年
、
文
永
五
年
(
一
二
六
八
)
、
円
爾
は
権
大
納
言
堀
河
基
具
の
問
に
応
じ
、
三
教
要

④

略
を
述

べ
て
こ
れ
を
呈
し
た
。
こ
れ
ま
た
円
爾

の
博
学
を
も

っ
て
し
て
始
め
て
成
し
得
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
前
後
、
寛
元
四
年

(
一
二
四
六
)
に
は
蘭
渓
道
隆
、

弘
安
二
年

(
一
二
七
九
)
に
は
子
元
祖
元
が
渡
来
し
た
。
二
僧
は
い
ず
れ
も
円
爾
と
同
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
執
権
時
頼

・
同
時
宗
の
帰
依
を
得
、
蘭
渓
は

『
大
学
』

の

「
正

心
誠
意
」
を
引
い
て
学
問

の
要
は
こ
れ
に
あ
り
と
し
、
子
元
は
宋
儒
張
横
渠
の
説
に
想
を
得
た

一
心
即
太
虚
」
の
観
を
立
て
る
な
ど
、
し
き
り
に
儒
語
を
用
い
て
禅
理
を

⑤

説
い
た
。
公
武

の
貴
顕
の
問
に
、
儒
仏

・
禅
儒
の

一
致

・
融
合
の
道
理
が
比
較
的
に
難
な
く
受
容
せ
ら
れ
る
に
つ
い
て
は
、
無
準

一
門
の
活
動
が
あ
ず
か

っ
て
大
い
に
力

が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
儒
仏
な
い
し
禅
儒
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
議

の
間
に
わ
が
有
識
層
に
親
近
し
た
禅
徒
が
、
更
に
進
ん
で
儒
学
を
批
判
し
、
儒
教
が
仏
教
に
、
宋
学
が
禅
学

に
及
ぼ
ぬ
ゆ
え
ん
を
追
求
し
た
の
は
自
然
の
勢
い
で
あ
ろ
う
。
わ
が
禅
僧
に
し
て
最
も
早
く
宋
学
を
論
じ
た
の
は
虎
関
師
錬

で
あ
る
。
虎
関
は
少
年
時
代
か
ら
円
爾
の
高

弟
東
山
湛
照
の
も
と
で
外
学
を
兼
修
し
た
が
、
師
の
没
後
は
建
仁
寺
無
隠
円
範

に
侍
す
る
間
に
源
有
房
か
ら

『
易
経
』
お
よ
び
ト
籏

の
秘
説
を
授
け
ら
れ
た
。

い
う
ま
で

も
な
く
宋
学
の
成
立
は
易
学
研
究
を
そ
の
端
緒
と
し
、

二
程
子
お
よ
び
楊
敬
仲
の
易
説
は
そ
の
重
要
な
階
梯
を
築
き
、
殊
に
程
伊
川
の
所
論
は
華
厳
宗
に
立
脚
し
、
す
な

⑥

わ
ち
禅

の
直
観
心
性
宗
と
相
表
裏
す
る
も

の
で
あ

っ
た
。
徳
治
二
年

(
=
二
〇
七
)

虎
関
は
鎌
倉

に
下

っ
て

渡
来
僧

一
山

一
寧
に

建
長
寺
に
侍
し
、

程
楊
の
易
説
を
問

い
、
宋
学
と
禅
と
の
接
点
を
究
め
よ
う
と
し
た
が
、
さ
す
が
の

一
山
も
答
え
る
に
及
ぼ

な
か

っ
た
。
虎
関
は
帰
京
後
元
亨

二
年

(
=
二
二
二
)

『
元
亨
釈
書
』

三
十
巻
を

奏
進
、
晩
年
東
福
寺
、
南
禅
寺

に
歴
住
、
貞
和
二
年

(
一
三
四
六
)
六
十
九
歳
で
入
寂
し
た
。
そ
の
詩
文
集

『
済
北
集
』
の

「
通
衡
」
編
は
儒
道
仏
三
教
に
わ
た
る
彼
の

博
識
を
見
る
べ
き
論
集
で
あ
る
が
、
そ
の
中

で
虎
関
は
か
の

『
大
明
録
』
が
程
明
道
の
排
仏
論
を
支
持
し
た
上
、
「
儒
教
本
為
二
人
道
之
宗
主
「」
と
称
楊
し
た
こ
と
に
反
対

し
て
、
儒
教
は
元
来
中
国

一
域
の
化
で
、
仏
教
の
ご
と
く
閻
浮
の
通
曲
ハで
は
な
く
、
そ
の
主
た
り
得
る
の
は
単
に
時
勢
に
よ
る
に
過
ぎ
ぬ
と
い
い
、
次
に
鋭
鋒
を
朱
子
に

向
け
、

「
朱
氏
」
は
晩
宋
の
巨
儒
と
称
せ
ら
れ
て
百
家
を
品
評
し
た
が
、
多
く
は
理
に
当
ら
ず
、
中

に
も
そ
の
仏
教
批
判
に
は
売
名

の
た
め
の
も

の
さ
え
あ
り
、
殊
に
朱
子

⑦

が
毎
々
大
慧
宗
果

の
語
録
を
引
い
て
自
説
を
助
け
な
が
ら
結
局
排
仏
を
あ
え
て
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

「
朱
氏
非
二醇
儒

一　
」
と
痛
棒
を
加
え
た
。

こ
の
虎
関

の
門
下
に

1:



出

て
、

同
じ

く
宋
学
を
批

判
し

た

の
は
中
巌

円

月

で
あ

る

。
中
厳

は
鎌
倉

に
生
ま
れ

、
少
年

の
と
き

か

ら
儒
書

を
習

い
、

密
法

を
学
び

、
次

い

で
建

長

゜
円

覚

二
寺

で
修

禅

の
後

上
京

し

て
虎

関

の
愛
顧
を

受
け
、

や

が
て
入

元
、

在
留

七
年

の
後
、

元
弘

二
年

(
=

二
三
二
)

帰
朝

、

翌
年

鎌
倉

幕
府

滅
亡
後
、

『
原

民
」

『
原
僧
」

二
編
を
草

し
、

王
政

の
衰
廃

と
仏
徒

の
腐

敗

を
慨

し
、

建
武

元
年

(
=
三

二
四
)

『
中

正
子
」
十
編

を
著

し
、

晩

年
京

中

の
諸
寺

に
歴
住

、
永
和

元
年

(
=

二
七

五
)

入
滅
、

時

に

年

七
十

六
歳

で
あ

っ
た
。
右

の

『
中

正

子
」

は
、

『
周
易

」

『
中
庸

』

を
多
く
祖

述

し
て
性
命

・
死

生

の
理
を
説

き
、
殊

に
孟

子
以
来

の
性

説

の
誤
り

を
指
摘

し
、

ま

た

i
孔
氏

之
道
、
与
レ
仏

相
為

二表

裏

「、

而
性
情

之
論

、
如

合

二
双
壁

一然
」

に
も

か
か
わ
ら
ず

、

「
然
世

之

儒

生
、
猶

不
レ
欲

レ
同
焉

、

則

無
レ
他
、

以
其

欲
レ
異

二
於
釈

氏

一故

也
、

是

非
二君

子
道

一也

」
と
難

じ
、
外

面
的

な
る
儒
教

よ

り
も
内

面
的

な
る
仏
教

に
帰
依

す

べ
き
ゆ

え

ん
を
諭

し
、
殊

に

「
禅

則
信

而
証
レ
之

、

斯
而

巳
、

固

不
レ
可

レ
言

也
」

で
あ
る
か
ら
、
宋

儒
が

い
か
に
孔

孟

の
書
を

注
し
、

仏
教

に
対

し

て
弁

難

の
辞

を
設
け

よ
う

と
も
、

「
萄

不
レ
得

二
仏

心

【者

、

縦

使

三
親

口
二
仏
語

一、

亦
非

レ
禅
也
」

⑧

と
退
け
て
い
る
。
虎
関
が
宋
儒

の
仏
教
に
対
す
る
態
度
を
論
難
す
る
に
急
に
し
て
か
れ
ら
の
学
説

一
般
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
深
入
り
し
な
か

っ
た
の
に
対
し
て
、
中
厳
は

か
な
り
積
極
的
に
宋
学
に
出
入
し
つ
つ
、
し
か
も
儒
家

の
つ
い
に
仏
家
に
及
ぼ
ざ
る

こ
と
を
論
証
す
る
に
努

め
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
虎
関
に
せ
よ
中
厳
に

せ
よ
、

そ
の
所
論
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
儒
家
の
排
仏
に
反
発
し
、
彼
ら

の
現
世
的
道
徳
教

に
対
す
る
仏
家

の
超
脱
的
心
性
教
と
し
て
の
優
越
を
誇
示
す
る
に
努

め
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
か
の
無
準

一
門
が
多
く
儒
仏
な
い
し
禅
儒

の
形
式
的
異
同
を
説
く
に
と
ど
ま

っ
た

の
に
対
照
す
れ
ば
、
確
か
に
数
段
の
進
歩
が
認
め
ら
れ
よ
う
・

し
か
し
な
が
ら
右
の
虎
関

.
中
巌
の
場
合
に
比

べ
て
も
、
み
ず
か
ら
宋
学
の
本
義
を
た
ず
ね
、
四
書

の
効
用
か
ら
新
古

二
注
の
優
劣
ま
で
会
得
し
た
義
堂
周
信

の
境
地

⑨

は
更

に

一
層
進
ん
だ
も

の
で
あ

っ
た
。
義
堂
は
土
佐
の
人
、
少
年
に
し
て
儒
書
や

『
臨
済
録
」
を
習
い
、
十
四
歳
の
と
き
落
飾
、
比
叡
山
で
受
戒
、
密
法
を
も
相
承
、

い

よ
い
よ
博
く
書
を
読
む
う
ち
禅
門
に
心
を
寄
せ
、
十
七
歳
の
と
き
夢
窓
疎
石
に
参
じ
、
師
の
没
後
は
儒
釈
兼
学

の
詩
僧
龍
山
徳
見
の
教
を
受
け
、
中
巌

と
も
交
わ

っ
た
。

そ
し
て
延
文
四
年

(
=
二
五
九
)

三
十
五
歳
の
と
き
関
東
管
領
足
利
基
氏
に
招
か
れ

て
鎌
倉

に
下
り
、
円
覚
寺

の
首
座
と
な
り
、
ま
た
瑞
泉
寺
に
住
し
た
。
そ
の
後
応
安

三
年

(
=
二
七
〇
)

一
侍
者
か
ら
詩
史
の
講
義
を
求
め
ら
れ
た
と
き
、

か
え

っ
て
こ
れ
に
仏
学
を
勧
め
、

翌
年
ま
た
あ
る
侍
者

の
問
に
答
え
て
、

「
凡
孔
孟
之
書
於

二吾

仏
学

一
乃
人
天
教
之
分
斉
也
、
不
二
必
専
門

一、
姑
為
二
助
道
之

=

耳
、
経
云
、
法
尚
可
レ
捨
、
何
況
非
法
、
如
レ
是
講
、
則
儒
書
即
釈
書
也
」

と
い

っ
た
。

し
か
し
多
く
の

弟
子
の
中
に
は
外
典
に
興
味
を
ひ
か
れ
る
余
り
、
義
堂
の

『
円
覚
経
」
講
説
を
参
聴

せ
ぬ
者
も
あ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
義
堂
は

「
自
今
誓
断
二俗
書

一、

不
レ
然
、

余
必

聚
二
闇
院
外
典
於
中
庭

一而
焚
レ
之
、
以
供
二
天
帝

己

と
痛
責
し
、

ひ
い
て
今
時

の
わ
が
徒

に
坐
禅
せ
ず
看
経

せ
ず
、

た
だ
外
学
に
走
る
者
が
あ
る
の
は

正
に
仏
法
滅
尽
の

⑩

相
で
あ
る
と
慨
嘆
し
た
。

こ
の
よ
う
に
義
堂
は
自
家
の
門
徒
に
対
し
て
は
外
学
を
あ
く
ま
で

幽
助
道
之

一
」
た
る
に
と
ど
め
し
め
た
が
、
為
政
者
た
る
武
家
に
対
し
て
は

義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

ion‐



義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

「
治
道
之
要
」
と
し
て
外
学

の
必
修
を
勧
め
た
。
さ
き
に
貞
治
六
年

(
=
二
六
七
)
基
氏
が
没
し
て
後
は
義
堂
は
嗣
君
氏
満
の
輔
導
に
任
じ
、
応
安
四
年

(
一
三
七

一
)

氏
満
が
瑞
泉
寺
に
参

っ
た
と
き
、

一
凡
治
二
天
下
国
家

一、
無
レ
不
レ
以
レ
文
、
先
君
専
勧
二
文
学

一、
願
継
レ業
、
以
副
二外
護
之
望
一」
と
請
い
、
特
に

『貞
観
政
要
」
の
進
講

を
始
め
、
同
七
年
ま
た
氏
満
に
諭
し
て
、
お
よ
そ
人
、
仁
義
五
常
の
道
を
知
ら
ざ
れ
ば
君
命
に
従
わ
ず
、
自
然
政
事
も
行
わ
れ
ざ
る
こ
と
ゆ
え
、
自
今

「
栗
田
ロ
儒
人
」

菅
原
豊
長
を
召
し
て

『
孝
経
』

『
貞
観
政
要
』
等
を
講
ぜ
し
む
れ
ば

一
則
庶
ゴ
幾
国
家
安
章

一、
尊
徳
日
新
也
」
と
い
い
、
翌
永
和
元
年

(
一
三
七
五
)
に
は
ま
た
故
基
氏

が
毎
々
儒
釈
等
の
諸
賢
宿
徳
を
引
き
、
禅
を
談
じ
書
を
講
じ
て
虚
日
無
か
り
し
こ
と
を
語

っ
て
氏
満
も
こ
の
先
縦
を
継
が
ん
こ
と
を
求
め
る

一
方
治
国

の
政
要
に
関
す
る

氏
満

の
質
問
に
対
し
て
は
唐

の
太
宗
と
日
本
三
代
将
軍
と
の
治
世
を
挙
げ
、
「
古
今
治
二
天
下
国
家

一、
非
二文
武

二
道
　則
不
可
也
」
と
説
き
、
「
凡
入
君
為
レ
上
者
欄
レ
下
、

為
下
者
敬
レ
上
、
是
則
非
二
生
而
知
τ
之
、
以
レ
学
而
知
レ
之
也
、
不
レ
学
而
知
者
、
未
二
之
有

一也
、
千
万
以
レ
学
為
二
政
之
備
一則
幸
甚
」

と
勧
め
た
。

な
お
こ
れ
よ
り
さ
き
応

安
五
年

(
=
二
七
二
)
義
堂
は
衆

の
た
め
に

『
輔
教
編
』
を
講
じ
、
上
杉
憲
春
も
来
聴
し
た
。
こ
の
書
は
宋
の
禅
僧
契
嵩
が
欧
陽
修
等
の
排
仏
に
対
抗
し

て
儒
仏

二
教
の

対
比
か
ら
儒
道
仏

三
教
の
関
係
に
ま
で
説
き
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
義
堂
が
し
き
り
に
武
家

に
学
問
を
勧
め
た
目
的
が
、
結
局
彼
ら
が
啓
発
さ
れ
て
儒
仏

の
関
係
を
明
確

に
理
解
し
、
ひ
い
て
儒
教

の
と
う
て
い
仏
教
殊
に
禅
宗
に
及
ぼ
ぬ
ゆ
え
ん
を
悟
ら
し
め
る
と

こ
ろ
に
あ
る
か
ら
に
は
、
本
書
の
ご
と
き
は
こ
の
目
的
に
最
も
適
合
し
た
好

⑪

資
料
で
あ

っ
た
。

「
治
道
之
要
」
と
し
て
の
学
問
の
効
用
を
説
く
こ
と
は
康
暦
二
年

(
=
二
八
〇
)
五
十
六
歳

の
二
月
、
義
堂
が
将
軍
義
満
の
命
に
よ
り
京
都
に
帰
り
、
建
仁
寺
に
住
し

て
か
ら
も
変
ら
な
か

っ
た
。
そ
の
際
義
堂
に
と

っ
て
の
喜
び
は
、
義
満
の
学
習
が
既
に
相
当
に
進
ん
で
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
。

さ
き
に
応
安
六
年

(
=
二
七
三
)
、

義
満

は
観
中
中
諦
を
関
東
に
遣
わ
し
、
義
堂
と
と
も
に
称
名
寺
に
赴
き
、
金
沢
文
庫
本
を
採
訪
さ
せ
た
。

こ
の
と
き
義
満
が
入
手
し
た
書
目
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
彼
の
好
学

⑫

の
志

の
程

は
推
察

す
る

に
足
り

よ
う
。
義
満

は
義
堂

の
帰
京

早

々
の
康
暦

二
年

(
一
三
八
〇
)

四
月
、
大

学

頭
菅
原
秀

長
等
を
召
し

て
文

談
を
催
し
、
以

後
式
日
定

め
、

し
ば
し
ば

諸
儒
を
会
し

て
経
書
殊

に
四
書

の
講
座

を
開

い
た
。

ま
た

こ
の
年

八
月
、
義
満

は
等
持
寺

に
赴

き
、

『
中
庸

』

の
講
釈
を
義
堂

に
命

じ

た
。
義

堂
は

こ
れ
を
固

く
辞

退
し

た
が
、

諸
長
老
、
管
領

の
勧

め
も
あ

る
の

で
、

や
む

な
く

五
六
紙

を
講
じ
た
。
同

年
十

一
月
、

義
堂

は

『
孟

子
』

を
読
む

こ
と

を
義
満

に
勧

め
た
。
義
満

は
諸

儒

の

『
孟
子
』
講
釈

を
聴
き
、
義
堂

に
も
再

三
質
問

し
た
。

殊

に
永
徳
元
年

(
=

二
八

一
)

九
月
、
義
満

が

「
昨

日
儒
学
者
講

二
孟
子
書

一、
其
義
各

々
不
レ
同
、

如
何
」

と

問
う

た
と

き
、
義
堂

は
こ
れ

に
答

え
て
、

}
所
見
不
レ
同

也

、
近
世
儒

書
有

二新

旧

二
義
、

程
朱
等
新
義

也

、
宋
朝

以
来

儒
学
者
、
皆
参

二
我
禅
宗

一、

一
分

発
司
明

心
地

一、

故
註
書
与

二章

句
学

一、

　
然
別
突
、
四
書
尽

二
於
朱
晦
庵

一、

庵

及
第
以

二
大
恵
書

一
巻

一為
二
理
性
学

本

一云

々
」

と
説
明

し
、

そ
の
後
ま

た
義
満

の
質
疑
に
答
え
る
と

き
も

一iio一



努

め
て
儒
釈

の
異
同

に
言

及
し

た
。

こ

の
年
末
、

義
満

は

諸
儒

の

『
孟

子
」
講

釈

が
終

っ
た

こ
と

を
義

堂

に
告
げ

、
次

に

『
大
学
」

を
聴

く

こ
と

に

つ
い
て
意
見
を
求

め

た
。

義
堂

は

こ
れ

に
対
し

、

「
大
学
乃

四
書
之

一
、
唐
人

学

二
四
書

一者

、
先

読
二
大
学

[、

意
者
、

治
二
国

家

一者
、

先
二
明
徳

正

心
誠

意
修
身

[、
是

最
緊

要
也
、

敢
請
、

殿

下

四
書

之
学
弗

レ
怠
、

則
天

下
不
レ
待

レ
令
而

治
莫
」

と
説

き
、
や

が

て
義

満
が

諸
儒

の

『
大
学
』

『
中
庸

」
講

釈
を
聴

き
終

っ
た
と

き
、

義

堂

は
改

め

て

四
書

の
次
第

を

⑬

略
説
し
、
学
庸

二
書
こ
そ

開
治
世
之
書
L

で
あ
る
と
推
奨
し
た
。

か
つ
て
応
安
五
年

(
一
三
七

二
)
義
堂
が
ま
だ
鎌
倉

に
い
て
衆

の
た
め
に

『
輔
教
編
』
を
講
じ
た
後

に
、

「
俗
人
入
レ寺

宜
レ
問
レ
法
、
僧
入
二
俗
舎

一宜
レ
説
レ
法
、
今
時
、

則
不
レ
然
、
僧
俗
会
合
、
共
談
二
世
上
治
乱
[、
以
為
二茶
飯
一、
是
乃
吾
徒
之
過
也
、
非
二俗
入
之
過
一也
」
と
述
懐
し
た
、

僧
侶
が
為
政
者
の
化
導
に
努
め
る
と
も
、

僧
侶

み
ず
か
ら
政
事
に
か
か
わ
る
こ
と
は
義
堂

の
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
京
都
と
関
東
と
、
双
方
の
恩
顧
に
あ
ず
か

っ
た
義
堂
が
東
西
間

の
緊
張

に
際
会
し
て

は
、
み
ず
か
ら
居
中
調
停

に
当
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
康
暦
元
年

(
一
三
七
九
)
近
畿

の
諸
将
に
し
て
管
領
細
川
頼
之
に
抗
す
る
者
が
続
出
し
た
と
き
義
満
は
使
を
関

東

に
下
し
て
援
軍
を
求
め
た
。
氏
満
は
こ
の
機
に
乗
じ
、

大
兵
を
京
都
に
上
せ
て
義
満

に
背

こ
う
と
し
た
。

関
東
管
領

上
杉
憲
春
は

氏
満
を
切
に
い
さ
め
た
が
聴
か
れ

ず
、
こ
の
年

三
月
自
殺
し
た
。
氏
満
は
こ
れ
を
悔

い
、
憲
春

の
弟
憲
方
に
軍
を
授
け
て
義
満
救
援
の
途
に
就
か
せ
、
義
満

の
命
を
奉
じ
て
憲
方
を
関
東
管
領
と
し
、
更
に

⑭

使
僧
を
上
京
さ
せ
て
極
力
陳
弁

せ
し
め
、
よ
う
や
く
事
な
き
を
得
た
。
し
か
し
義
満
は
そ
の
後
永
徳
年
間
に
入

っ
て
も
な
お
氏
満
の
心
事
を
疑
い
、

こ
れ
に
つ
き
し
ば
し

ば
義
堂
の
所
見
を
求
め
た
。
義
堂
は
そ
の
都
度

[
勿
レ
聴
二
流
言
こ

[
莫
レ
聴
二小
入
識
言
一」
と
懇
請
し
、
ま
た

「
東
西
両
府
和
睦
、
可
三
以
安
二天
下

一也
」
と
力
説
し
た
。

こ
の
間
の
義
堂

の
言
説
が
儒
教

よ
り
も
仏
教
に
傾

い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
例
え
ば
永
徳

二
年
九
月
、
義
満
と
の
談
話
が
関
東

の
事
に
及
ん
だ
と
き
、
義
堂

は

「
勿
レ
聴
二諜

言
一、
則
天
下
安
全
、
若

一
念
動
、
則
天
下
動
、

一
切
殿
誉
不
レ
動
、
則
内
外
魔
不
レ
能
レ侵
」
と
説
き
、
同
十

二
月
義
満
が

「
関
東
幕
府
武
威
殺
罪
等
事
」

⑮

に
言

及
し

た
の

に
対

し

て
は

「
府

君
但

行

二
慈
悲

一、

則

与

二仏
在

世

[無
レ
異
也
」

と
諭

し
た
。

こ
れ

よ
り

さ
き

こ
の
年

二
月
、
義

堂

は
に
わ

か
に

『
論
語
」

の
講
釈

を
命

ぜ

ら
れ
、

極
力

辞
退

し
た

が
、

か

え

っ
て
義

満

か
ら

「
儒

釈

錐
レ
異

、
其
帰

レ
笠
冒
疋
同
、

何
必

拘
二
其
跡

一哉

」

と

い
わ
れ
、

や
む

な
く
十
余
章

を
講

じ

て
仏
教

宗
門
中

の
事

に
及
び
、

「
檀

越
但
信

二
自

心
是
仏

一、

無

二
事
不
丁
弁

」
と

説

き
、

ま

た
同

年
末

義
満

が
諸
儒

の

『
論

語
」

講
釈

を
聴

い
て
得

た
疑

義
を
呈

し

た
と
き

、
義
堂

は
か

の

『
輔

教
編

』
を

引

い

て
、

「
儒

謂

二
之

五
常

【、
釈

謂

二
之
五
戒
、

其

名

異
義
同

、
仏

初
為

二
下
根
凡

夫

一説

二
人

天

乗

一、

即
五
戒
十

善
也
、

然
則
仏
教

得
レ
兼

二儒
教

一、

儒
教

不
レ

得
レ
兼

レ
仏
教

一」

と

い
い
、

ま

た

「
中
庸
」

の

二
字

に

つ
い

て
は
、

「
喜
怒
哀

楽
未

レ
発

謂
二
之

中

[、

発
而

中

レ
節

謂
二
之
和

一、

和
即
庸
也

、

謂

二未

発

一即
仏
教

一
念
未

生

⑯

以
前
也
、
這
箇
田
地
、
非

二識
情
能
所
丁
及
、
但
能
忘
レ
情
者
得
レ
到
云
々
」
と
述

べ
た
。
な
お
さ
き
に
永
徳
元
年

(
=
二
八

一
)
九
月
、
義
満

が
諸
儒

の
講
義
に
不
同

の
あ

義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

ili



義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

る
ゆ
え
ん
を
問
う
た
と
き
、
義
堂
が

「
宋
朝
以
来
儒
学
者
皆
参
二
吾
禅
宗

一、

一
分
発
コ
明
心
地

一、
故
註
書
与
二
章
句
学

一　
然
別
　
」
と
答
え
た
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ

る
が
、
同
じ
く
こ
の
年
九
月
、
義
堂
は
前
関
白
太
政
大
臣

二
条
良
基
の

「
儒
書
新
旧
二
学
不
レ
同
如
何
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
も
、

「
漢
以
来
及
レ
唐
儒
者
、

皆
拘
二章

句

一也
、
宋
儒
乃
理
性
達
、
故
釈
義
太
高
、
其
故
何
則
皆
以
参
二
吾
禅
宗

一也
」
と
返
答
し
て
い
る
。

当
時
並
ぶ
も
の
な
き
公
武

の
貴
顕
に
対
し
、

宋
儒
の
達
識
が
専
ら
禅

学
に
負
う
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
れ
ほ
ど
端
的
に
表
現
し
た
上
に
、
儒
釈

の
同
異
、
禅
儒
の
優
劣

に
つ
き
、
毎
々
精
到
に
解
説
し
、
当
時
二
十
五
歳
の
大
檀

那
義
満

を
し
て
、

つ
い
に
禅
門
に
帰
投
さ
せ
た
か
ら
に
は
、
も
は
や

「
助
道
之

一
」
た
る
宋
学
に

つ
い
て
更
に
説
く

べ
き
い
わ
れ
は
な
か

っ
た
。
宋
学
の
講
究
を
あ
く
ま
で
禅
学

提
唱
の
方
便
に
と
ど
め
よ
う
と
す
る
禅
徒
の
功
利
主
義
は
義
堂

の
場
合
に
こ
そ
最
も
顕
著
な
成
果
を
収
め
た
。
彼
の

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
に
も
、
永
徳
三
年
五
月
条

に
義
満
の
問
に
対
し
義
堂
が

『
礼
記
』
を
引

い
て
答
え
た
と
こ
ろ
、
義
堂
の
義
は
期
せ
ず
し
て
元
の
陳
鴻

の

『
礼
記
集
説
」
に

一
致
し
た
と
い
う

一
条
を
最
後
と
し
て
、

⑰

以
下
に
は
儒
学
に
関
す
る
記
載
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
代
わ

っ
て
義
堂
が
義
満
を
助
け
て
五
山
制

の
整
備
等
に
貢
献
し
た
記
事
な
ど
が
著
し
く
な
る
。

〔
注
〕

①

以
下
詳
細
は
拙
著

『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』

(吉
川
弘
文
館
、
昭
37
)
八
七
ペ
ー
ジ
以
下
、
同

『中
世
の
儒
学
』

(同
、
昭
40
)
六
六
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

②

『
泉
涌
寺
不
可
棄
法
師
伝
』。

③

無
準
師
範

『
入
内
引
対
陞
座
語
録
』

(足
利
衡
述

『
鎌
倉

室
町
時
代
之
儒
教
』
四
ニ
ペ
ー
ジ
所
引
)。

④

『
聖

一
国
師
年
譜
』

『
東
福
紀
年
録
』
。
足
利
前
掲
書
四
ニ
ペ
ー
ジ
以
下
。

⑤

『大
覚
禅
師
語
録
』

『
仏
光
禅
師
語
録
』。

⑥

唐
僧
圭
峰
宗
密

『禅
源
諸
詮
集
都
序
』
巻
上

(岩
波
文
庫
本
)
八
〇
ぺ
ー
ジ
。
武
内
義
雄

『中
国
思
想
史
』

(岩
波
全
書
)
二
四
四
ペ
ー
ジ
。

⑦

『
海
蔵
和
尚
紀
年
録
』

『済
北
集
』
通
衡
。

⑧

『
中
岩
和
尚
自
暦
譜
』

(『
続
群
書
類
従
』
伝
部
所
収
)
。
但
し
中
巌
の
自
記
に
係
る
部
分
は
貞
治
六
年
条
ま
で
で
、
以
下
は
門
人
の
追
記
で
あ
る
。

ま
た

『中
正
子
』
は

『新
校
群
書
類

従
』
雑
部
所
収
。
こ
こ
に
引
く
の
は
そ
の

「問
禅
編
」
の

一
節
で
あ
る
。

⑨

以
下
義
堂
の
言
行
は
主
と
し
て

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』

(太
洋
社
、
昭
17
)
に
拠
る
。
な
お
足
利
前
掲
書
ニ
ヒ
○
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

⑩

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
応
安
元
年
二
月
二
十
五
日
、
同
四
年
六
月
六
日
、
九
月
二
十
八
日
、
十
二
月
十
六
日
条
。

⑪

同
上
書
応
安
四
年
二
月
十
八
日
、
同
五
年
二
月
十
日
、
二
十
六
日
、
同
六
年
二
月

一
日
、
同
七
年
十
月
二
十
四
日
、
永
和
元
年

二
月
七
日
、
七
月
十
三
日
、
応
安
五
年
三
月

一
日
、
永
和

二
年
八
月
五
日
条
。

⑫

観
中
中
諦

『青
璋
集
』
。
義
堂

『
空
華
集
』
巻
二
お
よ
び
巻
九
。

『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
応
安
六
年
十

一
月
二
十
五
日
条
。
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⑬

『
迎
陽
記
』
康
暦
二
年
四
月
八
日
条
。

『
空
華
日
用
工
夫

略
集
』
康
暦
二
年
八
月
十
八
日
、
十

一
月
七
日
、
永
徳
元
年
九
月
二
十
二
日
、
二
十
七
日
、
十

一
月
七
日
、
十
二
月
二
日
、
三

日
、

二
十
七
日
条
。
な
お
こ
の
十
二
月
二
日
条
に
よ
れ
ば
、

こ
の
日
義
満
が

『
孟
子
』

の
疑
処
に
つ
い
て
質
問
し
た
と
き
義
堂
は

『
孟
子
』

の
幌
氏
集
注
を
引
い
て
詳
細
に
答
え
た
と
い

う
。
こ
れ
は
義
堂
が
既
に
近
刊
の
元
の
侃
士
毅
の

『
四
書
輯
釈
』
ま
で
読
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

⑭

『史
料
綜
覧
』
康
暦
元
年
三
月
七
日
、
十

三
日
、
四
月
十

七
日
、
五
月
二
日
条
。
渡
辺
世
祐

『関
東
中
心
足
利
時
代
之
研
究
』

(岩
波
書
店
、
昭
8
)
二
〇
六
ペ
ー
ジ
以
下
。

⑮

『空
華
日
用
工
夫
略
集
」
永
徳
元
年
十

一
月
七
日
、
同
二
年
九
月
二
十
九
日
、
十
二
月
十
四
日
、

二
十
四
日
、
同
三
年
六
月
七
日
、
八
月
五
日
、
七
日
条
。

⑯

同
上
書
永
徳
二
年
二
月
二
十
九
日
条
。

⑰

同
上
書
永
徳
元
年
九
月
二
十
二
日
、
二
十
五
日
、
同
三
年

五
月
二
十
四
日
条
。

過
ぐ
る
応
安
七
年

(
一
三
七
四
)
、

当
時
ま
だ
鎌
倉
に
い
た
義
堂
が
氏
満
に
学
問
の
必
要
を
説
き
、

菅
原
豊
長

の
講
釈
を
聴
く
よ
う
に
勧
め
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
豊
長
の
関
東
下
向
も
も
と
義
堂

の
推
薦
に
係
る
と
す
る
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
曲豆
長

の
東
下
は
先
代
基
氏
の
世
、
貞
治
年
間
の
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
義
堂
が
豊
長
の
来
訪
を
受
け
て
、

「
乃
知
令

父

(為
嗣
)
為
二
北
野
長
者

【、
是
乃
天
神
子
孫
、
為
二菅
氏

一者
、
儒
道
四
家
其

一
也
」

な
ど
と
珍
し
そ
う
に
日
録
に

記
し
た
の
は
永
和
元
年

(
一
三
七
五
)
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
康
暦

二
年

(
一
三
八
〇
)
五
月
、
豊
長
の
長
子
長
方
が
義
堂
に
受
衣
し
て
法
名
道
文
を
得
た
の
は
、

こ

れ
を
名
ご
り
と
し
て
豊
長

一
家
が
鎌
倉
を
引
揚
げ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
義
堂

の
詩
集
に

幽
銭
二
粟
田
口
武
衛
相
公
帰
省

一詩
」
が
見
え
、
義
堂
は
そ
の
序
の
中

で

貞
治
以
来

の
豊
長

の
所
業
が
基
氏

・
氏
満
以
下
を
薫
化
し
、
人
み
な
彼
を
孟
子

の
再
来
と
称
し
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
義
堂
と
豊
長
と
の
親
交
は
こ
れ
を
認
め
て
妨
げ

な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
義
堂
が
果
し
て
菅
家
の
学
か
ら
何
を
得
た
か
に
つ
い
て
は
・
な
お
し
ば
ら
く
疑

い
を
存
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

晦
・

建
仁
入
院

の
事
が
、
義
堂

の
辞
退
に
も
か
か
わ
ら
ず
急
速
に
進
展
し
、
義
堂
が
つ
い
に
上
京
の
途
に
つ
く
こ
と
に
な

っ
た
の
は
、
右

の
長
方
の
受
衣
の
直
後
、
康
暦

二

年
二
月

で
あ

っ
た
。
菅
原
秀
長
の
手
記
に
は
、

こ
の
年
義
堂
入
京
後

の
夏
、
武
家
の
文
談
の
式
日
ご
と
に
秀
長
が
召
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
、
な
お
六
月
に
は
義
満
が
密

々

北
野
に
参
り
、

三
条
西
公
時

・
万
里
小
路
嗣
房

・
菅
原
秀
長

・
清
原
良
賢
を
会
し
て
文
談
を
催
し
た
こ
と
も
載

っ
て
お
り
、
次
い
で
八
月

一
日
、
八
朔

の
祝
儀
に
当
り
、

秀
長
が
新
写
の

『
孟
子
』

一
部
を
義
満
に
進
め
、
礼
物
を
受
け
た
と
い
う
記
事
も
あ
る
。
こ
の
八
月

に
は
秀
長
は
義
堂
を
訪
れ
て
自
作

の
和
歌

の
序
を
示
し
、
そ
の
添
削

を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
翌
九
月
以
来
、
義
満
が
儒
学
者
の
講
ず
る

『
孟
子
」

の
義
に
お
の
お
の
不
同
あ
る
こ
と
を
始
め
、
そ
の
他

『
孟
子
」

の
疑
処

に
つ
い
て
、
し
き

義
堂
周
信
と
清
原
良
賢
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義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

り
に
義
堂
に
問

い
、
義
堂
が
喜
ん
で
こ
れ
に
答

え
、
ま
す
ま
す
学
問
を
勧
め
た
の
は
、
右
の
秀
長
の
新
本
献
上
の
成
果
を

一
層
ゆ
た
か
な
ら
し
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
菅

家
の
経
学
は
主
と
し
て
新
注
に
拠

っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
が
、
義
堂
と
秀
長
と
の
学
問
的
相
承
関
係

に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
義
堂
と
豊
長
と
の
場
合
と
同
様
、
こ
れ
と

い
う
手
が
か
り
も
見
当
ら
な
殉
・
た
だ
当
時
の
武
家
の
文
談

の
実
際
を
う
か
が
う
べ
き
貴
重
な
史
料
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
清
原
宣
賢
自
筆

『
孝
経
秘
抄
』

扁

の
奥

に

附
載
さ
れ
た

[
孝
経
論
議
」

一
葉
の
左

の
記
文

で
あ
る
。

昔
天
山
相
公

(義
満
)
治
世
之
余
暇
、
引
二
菅
原
秀
長

・
藤
俊
任

・
明
経
清
原
良
賢
一、
以
二
孝
経

一為
二
論
議

一、

座
有
二
二
条
摂
政

(
良
基
)
・
義
堂
和
尚

一、

不
レ
記
二

間
者
講
師
誰
某

一、
問
、
孝
経
誰
人
所
レ作
哉
、
答
、
劉
舷
述
議
云
、
孔
子
身
手
所
レ
作
也
、
難
云
、
説
宣
之
旨
、
其
疑
未
レ
散
、
曽
子
行
レ孝
、
既
有
二
重
名
一、
適
陪
二

大
聖
閑
居
暇

一、
得
レ
聞
二孝
之
終
始

一、
逐
集
録
レ
之
、
経
初
章
云
、
仲
尼
閑
居
、
若
孔
子
自
作
、
則
何
得
二
自
称
丁
字
耶
、

故
安
国
拠
二
此
句
一為
二曽
子
所
7
録
、

何
其

今
為
二
孔
子
作
一耶
、
答
、
被
レ
難
之
旨
尤
為

二浅
近
一、
案
春
秋
緯
云
、
吾
志
在
二春
秋

一、
行
在
二孝
経
一、
加
レ
之
、
鄭
玄
六
芸
論
云
、

孔
子
既
叙
二
六
経

一、

題
目
不
レ

同
、
指
意
殊
別
、
恐
三
斯
道
離
散
、
後
世
莫
レ
知
二
其
根
原
所
一レ
生
、
故
作
二
孝
経

一以
総
d
会
之
一、
然
則
大
聖
自
所
レ
記
、
豊
出
二
曽
子
筆
一耶
、
曽
子
於
二
弟

子
之
中

一得
二

孝
名
一、
故
仮
二曽
子
問
一説
レ
之
、

(
下
略
)

こ
こ
に
名
を
連
ね
た
人
び
と
の
う
ち
、

そ
の
学
統

・
世
寿
と
も
に
明
ら
か
で
な

い
藤
原
俊
任
を
除
け
ば
、
そ
の
没
年

の
最
も
早

い
の
は
良
基
と
義
堂
で
、

と
も
に
嘉
慶

二
年

(
=
二
八
八
)
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の

「
孝
経
論
議
」
が
行
わ
れ
た
の
は
、
義
堂
が
帰
京
し
た
康
暦
二
年

(
一
三
八
〇
)
以
後
、
嘉
慶

二
年
以
前
の
八
年
間

の

う
ち
、
特
に
義
満
が
義
堂
の
勧
め
に
従

っ
て
諸
儒

の
文
談

・
論
議
を
聴
く
に
最
も
熱
心
で
あ

っ
た
永
徳
年
間

(
=
二
八

一
-
八
三
)

の
こ
と
と
み
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ

る
。
次
に
こ
の
論
議
の
焦
点
は

『
孝
経
』

の
作
者
の
考
定
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
古
来
中
国
に
も
定
説
が
な
く
、
漢
代
に
は
鄭
玄
は
こ
れ
を
孔
子
の
作

と
し
、
孔
安

国
は
曽
子
の
作
と
し
た
が
、
孔
氏
伝
は
梁
乱
に
滅
び
、
鄭
注
も
ま
た
多
く

の
疑
義
を
招
い
た
。
階
代
に
入
り
、
劉
妓
が
孔
伝
を
入
手
し
、

『
孝
経
」
を
孝
道
に
関
す
る
曽

子
の
質
問
に
仮
託
し
た
孔
子
の
自
作
で
あ
る
と
し
て

『
孝
経
述
議
』
を
著
し
た
。
唐

の
玄
宗

は
諸
注
の
信
疑

の

一
定
せ
ざ

る
を
憂

い
、
開
元
七
年

(
七

一
五
)
み
ず
か
ら

諸
家
の
説
を
取
り
、
傍
ら
孔
鄭

二
注
を
参
酌
し
て

『
御
注
孝
経
」

を
作

っ
た
。

わ
が
学
令
は

『
孝
経
』

に
つ
い
て
は
孔
鄭

二
注
を
教
授

の
正
業
と
し
、

の
ち
貞
観

二
年

(
八
六
〇
)
に
至

っ
て

『
御
注
孝
経
」
を
学
官
に
立
て
、
た
だ
特

に
孔
氏
伝
に
志
あ
る
者
に
は
兼
ね
て
孔
伝
を
試
用
す
る

こ
と
を
許
し
た
。
し
か
し
当
時
わ
が
学
徒

の
間

に
盛
行
し
た

の
は
孔
氏
伝
と
、
こ
れ
を
更
に
疏
釈
し
た
劉
舷
の
義

で
あ
り
、
清
原
家
で
も
孔
伝
と
劉
義
と
を
参
考
と
し
た
家
本
を
伝
え
る

こ
と
、
か
の
清
家
中
興

の
祖
大

外
記
頼
業
以
来
、
こ
こ
に
紹
介
し
た

『
孝
経
秘
抄
」

の
筆
者
宣
賢
ま
で
、
連
綿
十
四
代
に
及
ん
で
い
る
。
し
か
ら
ば
こ
の

「
秘
抄
』

に
附
さ
れ
た

「
孝
経
論
議
」
に
お

い
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て
、
孔
伝
を
引

い
た
間
者
に
対
し

『
述
議
』
に
拠

っ
て

『
孝
経
』
を
孔
子
の
自
作
と
断
じ
た
答
者
が
清
原
良
賢
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
え
て
疑

う
ま
で
も
な
い
で
あ

③

ろ
う
。

良
賢
は
清
家

の
嫡
流
、
か
の
大
外
記
頼
業

の
九
代

の
孫
で
文
翁
と
号
し
た
。
応
安
六
年

(
=
二
七
三
)

二
十
六
歳

の
と
き

『
古
文
尚
書
』
を
後
円
融
天
皇
に
進
講
、
文

殿
寄
人
に
補
せ
ら
れ
、

永
和
元
年

(
一
三
七
五
)

に
は
五
条
大
外
記
す
な
わ
ち
清
家
の
庶
流
頼
元

の
家
本

『礼

記
集
説
」

を
も

っ
て
禁
裏
の
御
読
に
候
し
、

翌
年
ま
た

「
礼
記
」
を
進
講
し
た
。

『礼

記
集
説
」
は
元
の
陳
鴻
の
手
に
成
り
、

『
礼
記
」

の
代
表
的
新
注
書

で
あ
る
。

こ
れ
を
し
も
宮
中
に
携
え
た
良
賢
は
、
も
と
よ
り
家
学

の

伝
統
を
墨
守
す

る
人
で
は
な
か

っ
た
。
康
暦
元
年

(
一
三
七
九
)
良
賢
は
将
軍
家
の
家
司
と
な
り
、
翌
年
義
満
が
内
々
北
野
に
赴

い
て
文
談
を
行

っ
た
と
き
も
菅
原
秀
長

④

と
と
も

に
こ
れ

に
参

っ
た
。
次

い
で
永
徳
年
間
義
満
が
諸
儒
の

『
孟
子
」
講
釈
を
聴
き
、
学
者
た
ち

の
義
に
不
同
あ
る
ゆ
え
ん
を
義
堂
に
問

い
、
近
世
儒
書
に
新
旧
二
義

あ
り
と
の
答
を

得
た
時
期
と
そ
の
後
の
数
年
間

に
清
家
の
伝
統
的
家
説
と
は
異

っ
た
新
義
を
唱
え
た
の
も
実
は
良
賢
に
外
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
は
京
都
大

学
蔵
清
原
宣
賢

自
筆
本

『
孟
子
趙
注
』
巻
末
篇
叙
の
奥
に
見
え
る
次
の
記
文
で
あ
る
。

「御
奥
書
如
レ
斯

孟
子
篇
叙

、
人
々
本
無
レ
之
、
働
先
達
等
未
レ
加
レ
点
、

又
不
読
レ
之
、

余
至
徳
三
載

(
=
二
八
六
)
講
談
之
次
、

以
二僻
案

一加
点
、

本
経
点
多
以
違
二
義
理
一之
間
、

又
以
改
コ
正
之
一而
已
、

　

蔵
氷
軒
文
翁
良
ー

賢

嘉

吉

元
年

(
一
四
四

一
)

八
月
廿

五

日
、

以
二
曽
祖

父

(良
賢

)
之
御

説

一授

二
嫡
男

主
水

正
兼
直
講
宗

」

、

此
本
御
奥

書
如
レ
斯
、
可
レ
為

一証

本

一炎
、忠

環
翠
軒
言
翁
業
ー
(
朱
印

)

(伏
原
)

こ
れ
に
よ
れ

ば
清
家

の

『
孟
子
趙
注
』

は
巻
首
に
題
字
、
各
章

に
章
指
、
巻
末
に
篇
叙
を
具
備
す
る
唐
初

の
伝
本
で
あ

っ
た
が
、
か
よ
う
な
三
者
具
備
の
完
本
は
他
家

に
は
伝
存
せ
ぬ

た
め
清
家
の
先
達
も
あ
え
て
篇
叙
に
加
点
、
訓
読
し
な
か

っ
た
と
こ
ろ
、
今
良
賢
が
講
談
の
機
会
に
初
め
て
加
点
し
、
そ
の
際
本
経
の
点
を
も
多
く
改
正

し
た
が
、
こ
の
改
正
に
際
し
良
賢

は
必
ず
し
も
古
注
を
墨
守
し
な
か

っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
こ
の
良
賢
点

の

『
孟
子
趙
注
」
が
以
後
長
く
清
家
の
証
本
と
さ
れ
た
こ
と
は

右
の
業
忠
の
識

語
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
将
軍
家
の
家
司
と
し
て
多
端

の
身
な
が
ら
か
よ
う
に
家
学

の
革
新

に
努
め
た
精
励
は
幸

い
に
義
満
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
。
義
満
は

応
永
元
年

(
=
二
九
四
)
末
将
軍
職
を
義
持
に
譲

っ
た
が
、
同

三
年
新
将
軍

の
読
書
始
に
候
す
る
の
は
今
回
は
菅
原
秀
長
こ
そ

罰
理
運
」
の
人
で
あ

っ
た

義
堂
周
信
と
清
原
良
賢
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義
堂
周
信
と
清
原
良
賢

の
に
当
日
は
良
賢
が
参
仕
し
て

『
孝
経
」
を
授
け
た
。
良
賢
は
博
士

・
大
外
記

・
少
納
言

・
主
水
正

・
主
税
頭
を
歴
任
、
大
膳
大
夫
正
四
位
下
に
至
り
、
応
永
四
年

五
十

歳
で
出
家
、
常
宗
と
号
し
、
永
享
四
年

(
一
四
三
二
)
年
十
月
、
八
十
五
歳
で
没
し
た
。
文
安
元
年

(
一
四
四
四
)
そ
の
十

三
回
忌
に
際
し
贈
位

の
議
が
あ
り
、
清
家
に

は
前
例
な
き
た
め
問
題
も
あ

っ
た
が
、
良
賢

の
子
頼
季
の
手
記
に
良
賢
叙
三
品
の
事
は
故
義
満
の

「
御
約
束
」
で
あ

っ
た
由
が
見
え
た
の
で
、

つ
い
に
従

三
位
追
贈

の
宣

⑤

旨
が
下
さ
れ
た
。

さ
て
清
原
家
の
新
注
摂
取
は
頼
元
が

『
礼
記
集
説
」
を
家
蔵
し
、
良
賢
が
そ
の
本
を
も

っ
て
後
円
融
天
皇
に
侍
読
し
た
こ
ろ
か
ら
顕
著
と
な

っ
た
と
は
い
え
、
も
ち
ろ

ん
良
賢

一
代

に
し
て
清
家
学
が
確
立
す
べ
く
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
幸

い
に
彼

の
曽
孫

に
業
忠
が
出
、
後
花
園
天
皇
に
四
書
五
経
を
進
講
し
、
将
軍
義
勝
、
同
義
政

や
細

⑥

川
勝
元

・
斯
波
義
敏
に
も

『
孝
経
』
『
大
学
』
『
論
語
」
等
を
講
じ
た
。
業
忠
は
禅
林

に
も
知
友
多
く
、
瑞
渓
周
鳳

・
桃
源
瑞
仙

・
天
隠
龍
沢
ら
に
も
経
書
を
教
え
た
。

こ

れ
ら

の
講
授

に
当

っ
て
は
古
注
を
も
と
と
し
て
時
に
新
注
を
参
酌
し
た
。
業
忠
が
そ
の
嫡
子
宗
賢

に
曽
祖
父
良
賢
の
説
を
も

っ
て

『
孟
子
趙
注
」
を
伝
授
し
た
こ
と
は
前

⑦

引
の
嘉
吉
元
年
の
彼
の
識
語
の
通
り
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
た
先
祖
頼
業
が
朱
子
の
新
注
渡
来
以
前
に

『
礼
記
』
中
か
ら
「
中
庸
」
編
を
表
出
し
た
と
い
う
説
を
唱
え
、
清
家

学
の
声
価
を
高
あ
、
晩
年
大
蔵
卿
正
三
位
に
至

っ
て
出
家
、
応
仁
元
年

(
一
四
九
七
)
五
十
九
歳

で
没
し
た
。
宗
賢
は
父
の
遺
訓
を
体
し
、
大
乱
の
中
に
も
家
業
を
維
持

し
、

こ
れ
を
養
子
宣
賢
に
伝
え
た
。
宣
賢
は
実
は
吉
田
兼
倶

の
三
男

で
、
文
亀

三
年

(
一
五
〇
五
)
清
家
を
継
ぐ
こ
ろ
学
庸
に
つ
い
て
は
新
注
、
論
孟
に
つ
い
て
は
古
注

を
本
と
し
て

國
明
経
家
の
四
書
」
を
整
備
し
、
な
お
そ
の
他
の
家
本
の
書
写
点
校

に
努
め
、

こ
れ
ら
の
手
校
本
を
も

っ
て
皇
太
子
知
仁
親
王

・
将
軍
義
晴
等
公
武
の
貴
顕

⑧

の
た
め
に
講
釈
し
た
。
そ
の
講
説

の
内
容
は
、
論
孟
の
場
合
に
も
新
古

二
注
を
併
取
し
た
が
、
更

に
そ
れ
を
宣
賢
の
私
記
に
即
し
て
例
示
す
れ
ば
、
ま
ず

『
大
学
聴
塵
』

で
は
、
宋
儒

に
は
二
程
子
に
過
ぎ
た
る
人
は
無
く
、
朱
子

の
学
も

二
程
子
の
道
を
伝
え
る
も
の
に
外
な
ら
ず
、
も
し
程
朱
が
世
に
出
な
か

っ
た
ら
聖
人
の
道
は
孟
子

で
絶

⑨

え
果

て
た

で
あ
ろ
う

と
力
説

し
、

ま
た

『
孟
子
抄
」

に
お

い

て
も
朱

子

の

『
集

注
』

を
増
補

、
細
説

し
、

殊

に

「
程

子
日
、
性

善

二
字

、
孟

子
拡

二
前
聖
所

7
未
レ
発

、
而

⑩

有

レ
功
二
於
聖

門

一、
愚

亦
敢
日
、
性

即

理
也

一
句
、

程
子

拡

二前

賢
所

γ
未
レ
発
、

而
有

レ
功

二於

孟
子

一」

と

断
ず

る

な
ど
大

い
に
程
朱
学

に
傾
倒
し

て
い
る
。

こ
の
よ

う

に

宣
賢

は
良
賢

以
来
数
代

に
わ

た
る
清
家

の
新
古

二
注
折
衷

の
成

果

を
総
括
し

た
が
、

し
か
も

な
お

『
孟

子
抄
』

の

「
尽

心
章
句
」

の
解

に
お

い
て
、

「
性

ヲ
知
リ
天

ヲ
知

ル
コ
ト

ハ
只

心
ヲ
尽

処

ニ
ア
リ
、

(中
略
)
内

典

二
直
指

人
心
見
性

成
仏

ト
云

力
如

シ
、

直
指

人
心
ト

ハ
尽

二
其

心

一云

、

見
性

ト

ハ
知
二
其

性

一
ヲ
云
、

成
仏

ト

ハ
知

レ
天

ヲ
云

ト
古

入
述

タ
リ
」

と
、
儒

語
を
も

っ
て
禅

語

を
解
し

て

い
る
。

宣
賢
は
更

に
実
家

吉

田
家

と

こ
の
吉

田
家

に
親

し

い

一
条

家

の
神
道

学

・
神

代
史
学
か

ら
も
多

く
学

ぶ
と

こ
ろ

が
あ
り
、

つ
い
に
道
仏

二
教
を

[
儒

教

ヨ
リ
異

端

ト
キ

ラ

フ
タ

ル
心
」

に

つ
い
て

「
道
教

ノ
虚

ハ
虚

ニ
シ
テ
無
也
、

周
茂
叔

が
無
極
而

太
極
也

ト
云

ル
無

極

ハ
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所

謂
虚

也
、
太
極

ハ
所
謂

有
也
、
仏
教

ノ
寂

ハ
寂

ニ
シ
テ
感

ズ
、

易

二
寂

然
不

レ
動

ト
云

ハ
、

イ

ハ
ユ

ル
寂

也
、

感
而
道

通
二
天
下

一
ノ
故

ト
云

ハ
、

イ

ハ
ユ
ル
感

ナ

リ
、

⑪

コ
コ
ヲ
以
テ
ニ
教

ヲ
バ
異
端
ト
云
ナ
リ
」
と
い
う
明
快
な
判
釈
を
下
し
、
自
家
の
家
学
に
ま
す
ま
す
光
彩
を
添
え
た
。
宣
賢
は
侍
従
正
三
位
を
先
途
と
し
て
五
十
九
歳

の

と
き
出
家
し
て
後
も
、
地
方
の
侯
伯

の
為
の
出
講

を
い
と
わ
ず
、
殊
に
越
前

一
乗
谷
で
朝
倉
氏
の
厚
遇
を
受
け
て
講
経
の
日
日
に
晩
年
を
送
り
、
天
文
十
九
年

(
一
五
五

〇
)
こ
こ
に
客
死
し
た
。
時
に
年
七
十
六
歳

で
あ

っ
た
。
江
戸
時
代
の
初
め
、
林
羅
山
に
先
立

っ
て
家
康
の
呪
近
衆
と
な
り
、
近
世
儒
学
史

の
開
幕
に
貢
献
し
た
舟
橋
秀

⑫

賢
は
こ
の
宣
賢
の
玄
孫
に
当
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

①

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
応
安
七
年
十
月

二
十
四
日
、
同
永
和
元
年
七
月
十
三
日
、
康
暦

二
年
正
月
二
十
日
条

、

『空
華
集
』
巻
十
二
。

足
利
街
述

『鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教
』

一
九
七

ペ
ー
ジ
。

②

『空
華
日
用
工
夫
略
集
』
康
暦
二
年

二
月
十
三
日
条
よ
り

三
月
二
十
日
条
ま
で
。
菅
原
秀
長

『
迎
陽
記
』
同
年

四
月
八
日
、
五
月
八
日
、
六
月
二
十
五
日
、
八
月

一
日
条
。

足
利
前
掲
書

一
九
六
ー

一
九
九
ペ
ー
ジ
。

③

『漢
文
大
系
」
巻
五

『御
注
孝
経
』
解
題
。

『
日
本
三
代
実
録
』
巻
四
、
貞
観
二
年
十
月
十
六
日
条
。
足
利
前
掲
書
五
〇
五
ペ
ー
ジ
以
下
。

④

建
仁
寺
両
足
院
蔵
梅
仙
東
通
筆

『古
文
尚
書
』
、
足
利
学
校
蔵
元
版

『礼
記
集
説
』
奥
書
。

『愚
管
記
』
永
和

二
年
閏
七
月
十
八
日
条
。

『後
鑑
』

巻
八
十
四
、

康
暦
二
年
六
月

二
十
五

日
条
。

『迎
陽
記
』
同
年
同
月
二
十
五
日
条
。
な
お

『空
華

日
用
工
夫
略
集
』
永
徳

三
年
七
月
十
六
日
条
参
照
。

⑤

『荒
暦
』
応
永
三
年
十
月
十
六
日
条
。

『
康
富
記
」
文
安

元
年
十
月
二
十
三
日
条
よ
り
同

二
十
九
日
条
ま
で
。

⑥

足
利
前
掲
書
四
六
八
ペ
ー
ジ
以
下
お
よ
び
五

一
⊥ハ
ペ
ー
ジ
以
下
。

⑦

『康
富
記
』
享
徳
三
年
二
月
十
八
日
条
。

⑧

清
家
の
家
学
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
事
歴
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿

「清
原
宣
賢
と
そ
の
家
学
」

(『
日
本
歴
史
』

一
八
五
号
、
昭
38

・
10
)

に
譲
り
、

こ
こ
で
は
多
く
省
略
に
従

っ
た
。

⑨

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
清
原
宣
賢
自
筆

『
大
学
聴
塵
」
大
学
章
句
序
の
解
。

⑩

京
都
大
学
蔵
清
原
宣
賢
自
筆

『
孟
子
抄
』
巻
五
縢
文
公
章

句
上
お
よ
び
尽
心
章
句
上
の
解
。

大
江
文
城

『
本
邦
四
書
訓
点
並
に
注
解
の
研
究
』

(関
書
院
、
昭
10
)

一
〇
九
ペ
ー
ジ
。
今

中
寛
司

「
清
原
宣
賢
の
孟
子
抄
に
つ
い
て
」

(『京
都
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
巻
十
四
、
昭
32
)。

⑪

足
利
前
掲
書
八
六
八
ペ
ー
ジ
。

⑫

拙
稿

「
近
世
初
期
儒
学
史
に
お
け
る
二
一二
の
問
題
」

(『
大
手
前
女
子
大
学
論
集
』
七

(昭
48
)。
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